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 論文審査の結果の要旨
 古くから高級染料や漢方薬として珍重されているベニバナの紅色色素成分であるカルタミンにつ
 いては黒田,Seshadriらによる研究があり,すでに両人によって推定構造式が提出されている。
 この構造式は簡単であるにも拘らず未だ合成も成功していないし,いトくっかの疑問もある。
 小野寺準一はカルタミンの構造の再検討からその合成を目的として本研究を開始した。まずカル
 タミンのアグリコンの近縁化合物であるぺγタヒド・キシカルコン類をいくつか合成し,その酸化
 反応,フラバノソヘの誘導,およびスペクトル的研究を行った。その結果カルタミンに対して従
 来与えられていた構造式は誤りであることを明らかにした。かつ,カルタミγの加水分解生成物中
 にギ酸の存在することをたしかめ,巧妙なスペクトル的研究と相まって,カルタミンに対し
 C43H42022の分子式を有し,かっ従来の式よりはるかに複雑な新構造式を提案した。
 本論文は4章より成るが,第1章においては,従来の研究を述べると共に本研究の成果を総括し
 ている。
 第2章においてはカルタミソおよびインカルタミンの共通のアグリコンと考えられていた以31
 すア
 4,4,6一ぺγタヒドロキシカルコンを2つの経路で合成したことを記述すると共に,その出発
 原料である1,2,3,5一テトラヒド・キシベンゼンの新合成法を発見した点にふれている。後
 者は多価フェノールの一般的合成法としてすぐれている。さらに上記ペソタヒド・キシカルコソよ
 リカルタミジンやイソカルタミジンヘの誘導,また酸化によるトリヒド・キシキノカルコγの生成
 が述べられている。
 第3章では第2章で合成されたカルコン類とカルタミンの比較が,IR,UV一スペクトル的研
 究によってなされており,カルタミソに対する従来の推定構造式の正しくないことが指摘されてい
 る。
 第4章では山形県産ベニバナよりカルタミンの抽出,精製の新しい方法が述べられ,カルタミγ
 の組成や性状が明らかにされると共に,各種分解反応が徹底的に検討されている。かつ,PMRお
 よびCMRスペクトルを測定することによって,カルタミγに対し,ペンタヒドロキシカルコγ2
 分子,グルコース2分子,ギ酸1分子から脱水縮合によって組みたてられた新構造式が提出された。
 本構造式は従来の疑問もよく説明しうるものである。
 以上小野寺準一は巧妙な実験技術と論理的な考察によって,カルタミンの化学に興味ある新知
 見をもたらした。これは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有するこ
 とを示している。
 よって審査員一同は小野寺準一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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